
第5章恐慌から戦時下への大和売薬

前
に
も
述
§
た
が
、
売
薬
統
計
に
つ
い
て
注
意
す
る
点
が
あ
る
。
一
九
三
一
、
三
二
、
三
三
年
（
昭
和
六
、
七
、
八
）
の
三
年
間
に
わ
た

り
、
奥
村
正
信
は
県
会
で
、
売
薬
統
計
は
「
卸
売
価
格
」
で
は
な
く
「
小
売
価
格
」
（
定
価
額
）
で
表
示
す
る
べ
き
で
あ
る
旨
の
主
張
を
し

て
い
る
。
一
九
三
一
年
の
議
論
を
承
る
と
、
「
殊
二
売
薬
価
格
ヲ
算
定
致
シ
マ
ス
ル
場
合
二
卸
売
価
格
ト
云
う
計
算
方
法
〈
本
県
ノ
生
産

ヲ
明
示
ス
ル
上
二
大
ナ
ル
錯
誤
ヲ
来
タ
ス
モ
ノ
デ
ァ
リ
マ
ス
、
何
ト
ナ
レ
。
〈
其
卸
売
価
格
〈
、
本
県
ノ
生
産
売
薬
〈
主
ト
シ
テ
本
県
二
於

テ
ハ
卸
売
行
為
ヲ
営
ミ
マ
ス
ヶ
レ
ド
モ
他
府
県
二
於
テ
ハ
小
売
デ
出
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
、
故
二
本
県
ノ
生
産
ノ
基
礎
ト
ス
ル
モ
ノ
ハ
先
ヅ

以
テ
小
売
価
格
デ
示
サ
ナ
ヶ
レ
露
天
ナ
ル
間
違
ヲ
生
ズ
ル
ト
私
〈
信
ズ
ル
ノ
デ
ァ
リ
マ
ス
」
繍
雲
蕊
鱒
霊
謹
と
い
う
。
翌
年
三

月
の
県
会
で
は
、
「
昭
和
五
年
ノ
生
産
ト
シ
テ
…
…
四
百
六
十
一
万
円
（
卸
価
額
ｌ
引
用
者
）
ト
云
う
製
造
高
ヲ
発
表
セ
ラ
レ
テ
居
り
マ
ス

…
…
富
山
県
ガ
富
山
県
ト
本
県
ノ
産
業
状
況
ヲ
比
較
ス
ル
場
合
、
奈
良
県
ノ
場
合
ハ
一
千
九
百
五
十
万
一
千
円
（
定
価
額
Ｉ
引
用
者
）
ト
発

表
シ
テ
居
ル
ノ
デ
ァ
リ
マ
ス
」
（
銅
融
鱗
斜
鋳
遜
と
の
例
を
引
い
て
、
前
年
の
主
張
を
く
り
返
し
た
。
県
側
の
回
答
は
、
こ
う
で
あ
る
。

「
昨
日
七
番
議
員
ノ
御
話
ニ
依
り
マ
ス
ト
、
各
府
県
ノ
売
薬
統
計
ノ
生
産
額
〈
何
レ
モ
定
価
ノ
金
額
ヲ
以
テ
表
示
サ
レ
テ
居
ル
ト
以
テ
表

ノ
御
言
葉
デ
ゴ
ザ
イ
マ
シ
タ
、
即
チ
独
り
奈
良
県
ダ
ヶ
ガ
卸
売
価
格
デ
以
テ
其
金
額
ヲ
現
ハ
シ
テ
居
ル
ガ
、
他
ノ
府
県
デ
ハ
小
売
価
格
ヲ

停
滞
気
味
と
い
え
よ
う
。

売
薬
製
造
。
営
ま
ず
大
和
売
薬
の
生
産
状
況
の
推
移
を
、
表
７
に
示
す
が
、
一
九
三
四
年
は
卸
価
額
、
一
九
三
五
年
以
降
は
定
価
額

業
者
の
推
移
で
表
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
一
九
三
四
年
の
定
価
額
は
、
一
四
五
六
万
九
七
三
六
円
ら
し
い
。
一
九
三

六
～
一
九
三
八
年
は
や
や
低
落
し
て
い
る
。
定
価
額
は
卸
価
額
の
ほ
ぼ
四
～
五
倍
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
大
和
売
薬
は
相
変
ら
ず

３
戦
時
体
制
期
の
大
和
売
薬
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寸
卜
門

大 和売薬の生産状況表7 (その1）

|瀞’
職工
（年末現在）

－

女

脳病其他神経病薬数総
年 次

|‘ 数’男総数 方数 価稚方数 数 価稚個

数
円

2,963,405

総
人

1,562
P

71278：241934年（昭和9〕

1935年("io;

1936年（〃11）

1937年（〃12）

1938年（〃13）

55

54

682 7,48（ 102,078,65 2,000,954880

383,825281,55C 868 7,53（ 14,781,75 1,822,62087,745,07：682

406,37534 2,180,053538 1,462 817 645 7,69（ 77,801,611 13,349,87（

430,8722,321,739526 1,480 13,336,26 33816 664 7,544 90,404,12（

3,700,559 512,57453 1,465 7,021 91,381,44! 13,308,64’ 30792 673

市

1〔

郡 別

4，60源
生
山
磯
宇
高
北
南
宇
吉
奈

矧
淵
剃
判
剃
洲
剃
矧
洲
淵
旅

城
城

上
駒
辺
城
陀
市
智
野
良

蔦
葛

49,850

ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
‐
一

１
画
４
羽
３
狸
鯛
鯛
哩
狸
岨
一

４
２
２
４
９

２
１
６

4

2：

5

39

ｌ
ｄ
ｄ
Ｊ
０
も
華
い
ふ
Ｊ
ｑ
ｑ

ロ■■■■■ ■■■■

107,97 72’ 144154

23,31（ 4，982

31

1

16 5‘ 259,91 42,834

50,33103 5,148,812 871,551 282，40405

１
〃
屋

５
７

2,370 4724，27212 4，283

205,69457，815，422 1,298,82018 659 297 3，572 7,752,898 14

52,694140 57 4，656，240 2C 1,163,4703! 699,751456

126,462298 205 3,066,252 551,1111 17,797,60〔 ７
８
０

７
２

1,45：

2,37224 1,520,925 163,351 15,81（2： 36 221

68,480359,2961 6010 3,805,176 550,911391

2521
一－－

9753（ 2‘19,05（ 3,25038 44,232 1：56
’

－－一一＝一一一一



(その2）

壷－次’
心臓其他血行器病翼 感冒薬 肺其他呼吸器病薬｜胃腸其他消化器病薬

方数|個数1価~霜 方数|個数|価額方数｜個数｜価額 方数｜個数｜価額

総 数
円

瀧
F

802,142

4,563,687

3,812,778

3,886,79§

3,982,489

円 円

690,776

3,158,363

2,971,183

2,572,040

2,480,600

1934年（昭荊

1935年（〃

1936年（〃

1937年（〃

1938年（〃

即
の
Ｄ
幻
の

１
１
１
１

１
９
７
５
９

９
３
２
２
７

１
１
１

602,4

2,171,7

573,4

450,2

348,7

３
０
５
５
３

８
１
０
０
６

42,430,442

27,699,57《

24,607,221

29,926,60*

29,571,07（

戸
園
凹
《
ｕ
》
同
″
８
Ｐ
【
Ｕ
利
且

２
８
６
２
８

２
２
２
３
２

1,053,310

999,818

1,453,596

1,176,703

1,232,865

別

４
．
４
‐
〃
・
も
ｆ
も
〃
＆

９
１
９
１
１

１
５
３
４
６

６
２
９
０
０

２
２
３
３

1,566

1,474

1,552

1,504

1,534

20,669,000

19,666》752

15,487,012

19,147,620

18,378,743

３
８
５
１
４

０
５
３
１
３

郡 計

糠
生
山
磯
宇
高
北
南
宇

城
城

上
駒
辺
城
陀
市

蔦
葛

淵
謝
矧
澗
謝
謝
剃
淵
謝
謝
市

２
誕
型
鯛
５
４
５
０
８
０
７

７
９
３
４
２
６

８
３
１

２
４
９
１
３
４
９
６
９
２
６

１
０
４
６
１
６
２
７
４

１
９
８
２
２
５
５

，

，
１
１

３

１

７
１
６
１

１

夢
Ⅱ
、
ｒ
友
Ｌ
餌
Ｌ
】
伊
画
Ｌ
胡
Ｏ
Ｌ
銅
ノ
色
《
仰
山
銅
“
』
ｍ
〃
。
勺
■
品
、
Ⅲ
》

５
６
１
０
０
５
７
２
２
７
０

５
５
５
１
１
５
３
３
０
９
０

５
３
６
８
４
０
８
４
９
２
０

１
２
２
０
９
２
４
３
７
４
０

２
３
２
３
５
３
２
３
９
７
２

1，0（

5，1；

59，5（

980,6：

12,44

13,160,1（

548，81

2,275,44

166,7（

1，143，61

25，1（

100

676

6，408

151,581

1,595

1,690,868

92，017

404,309

16，744

113，792

2，510

Ｉ
Ｉ
‐
‐
１
１
１
‐
Ｉ

一
弧
一
雌
訓
伽
訓
伽
伽
銘
０

１
２
８
３
５
９
３
２
９

一
硬
一
飛
鋤
穴
Ⅸ
託
馴
“
師

１

１
１
６
３
７
８
７

－
１
０
－
句
色
４
ｍ
○
Ⅷ
ふ
バ
リ
仙
邸
か
Ｌ
Ｔ
山

－

200
一
卸
一
恥
畑
咽
聴
唖
郵
翠
唖

灘
侭
屡
Ｋ
Ｑ
く
牒
塗
鋒
心
灸
遥
南
糾
埠
鎚

1，

19，

299，

3， ３
１
９

4■■■■■

6， 2， 1361 26,３
４
０
０
８
０
０
０

１
９
６
０
９
３
２
５

６
７
６
８
０
０
０
６

ｌ
‐
１
．
１
４
１
４
４
０
４
■
〃
●

２
１
０
４
２

５
７
１

２ 52, ０
２
９
２
７
９

４
９
２
５
３

２
２
８
２

ｐ
２

１
１
１
９
１
９

７
４
１
９
８
１

５
１
３
１
６

４
５

４
２
８
３
０

０
５
１

１
１

４
０
８
３
７
４

８
１
２20，

2，智
野
良

吉

奈

ぱ
い
Ｐ



(その3】
ｆ
ｔ
Ｔ

躯 F罰蕎

固数｜価額|方数|個数｜価額|方数｜個数｜価額｜方数｜個数｜価額｜方数|個数|価鞭

総
円

11，691

55,106

60,465

118,544

104,586

郡

数
円

157,809

867,209

703,271

763,494

534,267

P

231,46c

1,252,24

956,315

669,78＄

858,344

f

6,350,35

7，182，56

7,014,88

11,324,62

10,360,17

円
飢
Ⅸ
Ⅸ
Ⅸ
Ⅸ

２
６
６
４
４

1934年(昭和9）

1935年（〃10）

1936年（〃11）

1937年（〃12）

1938年（〃13）

９
７
２
７
０

９
２
２
３
０

１
１
１
１

176,80モ

247,40<

233,537

355,15旧

723,60&

444

486

493

477

417

4,137,166

4,490,318

3,463,079

3,563,657

3,363,498

240,795’

1,0",6461

"""21
這鰍’

6,123,931

5,148,961

4,003,62｛

3,929,571

5,890,941

夕
伊
Ｌ
毎
歩
Ｌ
戸
障
も
〃
隙
Ｌ
銅
０
、

４
４
１
０
６
１

６
６
６
６
５
５

‐
‐
１
４
４
１

３
８
８
５
８

７
６
６
６
５
市

3，501

3,001

3,001

2,00i

2,00i

添
生
山
磯
宇

上
駒
辺
城
陀

郡
郡
郡
郡
郡

90

48

612

976

359

61

21

61：

551

15：

ｐ
Ｐ
，
，

２
４
１
２８１

屈
む
が
■
、
旬
日
』
屯
■
』
〔
８
も

７
０
８
０
３

９
９
０
２
２

５
１
４
５
９

１

３

5,000

5,400

37,179

672,889

2，284

５
４
７
９
５

３
５
２
７
２

205,981

701

一
一
一
袈
穴
１
１
２４

■■■■■■

一

一

I■■■■■

ー

一

一

I■■■■■

■■■■■■

一

一

一

一

■■■■■

－

ｐ
〃
，

１
２
０

２
３

3

96

高市郡 4〔 11009; 39,451 2 1,299 4,328,0551574,45〔 20360,933,90093，862 823 63 2,000 401

北
鳶
宇

蔦城

蔦城
郡
郡
郡
郡
市

１
４
１
１
１
１

３
５
２

５
９
１

768

194

007

453

680

10,72!

47,481

2,40

391

2，041

４
４
７
７
７

１

164

1，583

51

69

2

，
３
，
，

２
９
９
３

３
２
１

177,760

1,917,501

302,500

257,265

48,500

85,945

1,168,940

20,000

78,726

2,600

18,391

203,955

2,000

17，064

260

７
９
５
０
２

４
２
１
５
５

１

２
８
０
８
０

９
０
５
１
５

９
４
２
５
８

204

747

260

112

695

９
８
０
４
４

２
７
３
４

２

一

■■■■■■

一

一

一

一

一

一

－

－

一
一
一省

野
良

士
口

室
珂、

一



(その4：

盃~数,器額|主“
耳鼻咽喉眼科蕊
（外用）

年次

方数|個数|価撒
数
鋤
麺
弧
蝿
錨
別

雛；
．

円F

249,482

867,825

1,041,474

1,021,90S

1,034,24（

市

136,451

810,HE

649,131

807,301

877,81S

4,556,199

5,237,425

4,822,331

5,210,285

5,307,584

38,

130,

124,

116,.

134,

”
Ｉ
、
色
”
〃
Ｒ
ｕ
ｑ
Ｕ

ｊ
４
ワ
“
Ｐ
、
ｑ
》
Ｑ
》

ｎ
ｖ
《
ｂ
ワ
８
〈
Ｕ
の
○

772

654

570

621

702

１
１
：
：
：

眠
駁
馴
劉
α

ｐ
Ｐ
Ｉ
Ｉ
．
■
Ｐ
Ｉ
Ｉ
“
Ｄ
１
－
ｑ
。
。
４
９
．
卓

８
３
８
８
８

４
１
５
１
２

7,305,36<

7,158,61〔

8,347,511

7,343,29（

7,141,811

７
７
５
１
１

４
０
３
３
９

４
５
５
５
４

1934年(昭和9

1935年（〃10

1936年（〃11

1937年（〃12

1938年（〃13

ｆ
１
Ｆ
１
４
．
１
。
。
‐
１

７
４
５
９
５

７
７
６
５
５

●
●
●
●
●

●
●
●
●
●

●
●
Ｇ
Ｇ
■

●
。
●
。
●

●
●
●
◆
●

。
●
。
。
の

●
●
●
●
●

●
●
●
●
●

●
●
●
●
●

●
●
●
●
●

●
Ｇ
●
●
●

β
●
●
●
●

●
■
●
■
●

Ｇ
Ｇ
Ｇ
●
●

●
■
●
Ｄ
Ｃ

Ｃ
●
●
●
●

●
、
、
●
●

●
●
●
●
●

●
●
●
●
●

甲
●
ｐ
●
●

●
④
ひ
●
●

●
●
●
●
●

？
①
、
●
●

6

15

95C

17C

619

658

2０
０
０
９
０

７
９
０
０
２

２
３
０
３
７

１
Ｊ
１
１

２
３
０
５

３
２
６３

添
生
山
磯
宇

上
聯
迩
蜘
院

郡
郡
郡
郡
郡

一
一
４
１３

82，1，

9，

100，

3

47

7，

242， 20,110，21 31灘
脂
侭
Ｋ
Ｑ
く
悟
堆
簿
凸
長
鑑
顛
糾
唖
溌

－

一

騰織；,138, 09，6C ］3545646,083130 835,
』

■421,2，526，.高市郡 07

８
２
４
１

“
訂
詑
９

２
分
，
，

５
６
２
０

３
８
３
１

語津、『里EjＦ
１
、
ｒ
〃
』
炉
し
画
夕
■
Ⅱ
、
ｒ
８
，

５
６
０
０
０

６
５
０
１
０

８
７
２
３

７

3

189

17

860

720

160

052

200

５
４
３
２
５

５
３
２
１

５

23，

560,

2

30

117，

2,038,

25，

149，

葛城

葛創

北
南
宇
吉
奈

郡
郡
郡
郡
市

４
０
６
１

２
５
３

0261鱗耀欝卿織4S

垣
も智

野
良

ト
ト
【

22113一

(注『奈良凧統計笛』昭和13年版，ただし，1934年度は当骸年銃計宙によ渚



る
。
確
か
に
各
売
薬
メ
ー
カ
ー
の
利
益
は
大
き
い
と
い
え
る
が
、
配
置
家
庭
薬
だ
け
に
、
代
金
回
収
ま
で
の
期
間
が
長
く
、
売
れ
残
り
の

交
換
も
あ
り
、
さ
ら
に
配
置
薬
販
売
員
の
利
益
が
上
乗
せ
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
背
景
も
あ
っ
た
。
と
も
あ
れ
、
一
九
三
五
年
（
昭
和

一
○
）
以
降
は
県
の
売
薬
統
計
も
定
価
額
に
戻
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
変
更
は
、
さ
き
の
県
会
の
議
論
を
ふ
ま
え
た
こ
と
の
ほ
か
、
同

年
の
売
薬
法
令
施
行
細
則
、
同
取
扱
手
続
の
改
正
が
何
か
関
係
し
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

卸
価
額
で
発
表
さ
れ
れ
ば
、
利
益
が
わ
か
っ
て
し
ま
う
わ
け
で
あ
り
、
こ
の
点
を
回
避
し
よ
う
と
し
た
側
面
も
無
視
で
き
な
い
よ
う
で
あ

ど
は
定
価
額
で
示
さ
れ
る
場
合
が
多
い
。
県
内
重
要
産
業
と
し
て
の
補
助
を
期
待
す
る
面
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
よ
り
本
質
的
に
は

耐
謂
蕊
蕊
蓮

マ
ィ
マ
ニ
●
夫
レ
カ
タ
寅
麺
睡
叶
ュ
似
〃
〃
御
郡
プ
ア
，
マ
ゥ
ク
ガ
。
之
▲
船
●
や
伊
〃
一
斉
工
唾
鋤
厘
配
〃
竃
一

句
狩
島
晶
舞
か
毎
面
伊
・
頁
の
町
除
艮
〃
圃
宕
ノ
ア
〃
マ
ゥ
〃
〃
Ｇ
則
レ
マ
ザ
〃
一
・
匹
９
堂
レ
マ
ヶ
〃
Ｑ
竃
《
一

？
且
ヴ
タ
ｍ
ｙ
や
ケ
ク
窪
〃
屋
■
ァ
画
し
〃
腿
戸
画
，
プ
ザ
プ
も
》
鼻
守
狂
極
画
永
勾
田
■
寺
異
、
一

促
奄
率
蕊
窪
ゴ
譜
翠
認
識
毛
潅
郡
翫
詐
誤
窪
津
鍍
霊
率
塞
》
竺

難
灘
熱
雛
螺
鱗
鱈
蝿
輔
蝿
一

売薬統計について議論された県会議事録 (1931年）

示
シ
テ
居
ル
ト
云
ブ
ャ
ウ
ナ
意
味
ノ
御
意
見
ノ
ヤ
ウ
ニ
承
ツ
タ
ノ
デ
ァ
リ
マ
ス
、
…
…

農
事
統
計
二
致
シ
マ
シ
テ
モ
、
又
商
工
統
計
二
致
シ
マ
シ
テ
モ
、
価
格
〈
総
テ
卸
売
平

均
価
格
ヲ
以
テ
調
査
ス
ベ
キ
モ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
ル
故
二
、
売
薬
ノ
ミ
単
リ
其
定
価
二
依

ル
コ
ト
ハ
県
ノ
エ
産
物
ナ
リ
農
産
物
ナ
リ
ノ
生
産
額
ヲ
集
計
シ
テ
公
表
ス
ル
上
二
於
テ

政
府
ノ
方
針
二
合
致
シ
ナ
イ
ト
云
フ
ャ
ウ
ナ
結
果
ト
ナ
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
、
…
…
現
二

本
県
カ
ラ
関
係
府
県
二
照
会
今
奴
シ
マ
シ
テ
調
査
致
シ
マ
シ
タ
結
果
、
富
山
県
、
大
阪

府
、
岡
山
県
、
佐
賀
県
等
ノ
状
況
ヲ
見
マ
シ
テ
モ
、
卸
売
価
格
ヲ
以
テ
調
査
致
シ
タ
ト

云
う
旨
ノ
回
答
ヲ
得
テ
居
ル
ャ
ウ
ナ
次
第
デ
ァ
リ
マ
ス
」
鰯
吐
迂
）
と
。
さ
ら
に
翌
年

も
同
様
の
論
議
が
く
り
返
さ
れ
た
が
、
こ
の
間
県
側
も
定
価
額
を
調
べ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
と
回
答
し
て
い
る
．

当
時
の
売
薬
統
計
に
は
、
こ
の
よ
う
な
問
題
点
が
あ
る
わ
け
だ
が
、
組
合
デ
ー
タ
な
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い
て
は
、
こ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
県
統
計
か
ら
一
九
三
八
年
を
例
に
と
る
と
、
総
数

七
八
七
人
は
別
の
箇
所
で
薬
業
者
と
し
て
扱
わ
れ
て
お
り
、
内
訳
は
「
薬
剤
師
ニ
シ
テ
薬

局
ヲ
開
設
セ
ス
シ
テ
薬
品
販
売
ヲ
営
ム
モ
ノ
」
一
○
人
、
薬
種
商
七
七
七
人
と
な
っ
て
い

べ
て
あ
ま
り
変
化
が
承
ら
れ
な
い
。
た
だ
方
数
は
七
○
○
○
台
で
若
干
増
加
し
て
い
る
。

一
九
三
八
年
に
つ
い
て
は
郡
市
別
の
状
況
も
表
示
し
て
あ
る
が
、
や
は
り
高
市
郡
、
つ
い

で
南
葛
城
郡
が
群
を
抜
い
て
い
る
。

大
和
売
薬
の
営
業
者
数
な
ど
の
推
移
は
、
表
８
の
よ
う
で
あ
る
。
と
く
に
一
九
三
五
年

以
降
、
請
売
業
者
の
減
少
が
目
立
つ
。
こ
の
年
は
前
年
の
三
分
の
一
と
な
り
、
一
九
三
六

～
三
八
年
は
や
や
増
加
す
る
が
、
そ
の
後
再
び
減
少
す
る
。
売
薬
行
商
人
も
一
九
三
六
年

に
は
前
年
の
三
分
の
一
に
激
減
し
た
。
売
薬
行
商
人
は
ま
た
戦
時
体
制
へ
の
移
行
と
と
も

に
激
減
し
、
一
九
三
九
、
四
○
年
に
は
四
○
○
○
人
前
後
と
な
っ
た
。
た
だ
し
売
薬
行
商

人
に
つ
い
て
も
、
統
計
上
問
題
点
が
あ
る
こ
と
は
、
前
に
述
べ
て
お
い
た
。
薬
種
商
に
つ

い
が
、
一
九
三
九
年
の
生
産
高
は
二
二
六
六
万
円
、
一
九
四
○
年
は
三
二
○
一
万
円
、
一
九
四
一
年
は
二
二
六
三
万
円
で
あ
り
、
対
言
全
国

比
は
そ
れ
ぞ
れ
一
三
・
四
％
、
二
○
・
五
％
、
一
三
・
二
％
と
推
移
し
て
い
る
命
奉
職
）
。
こ
の
間
、
製
造
場
数
は
五
○
○
台
、
職
工
数
は

比
は
そ
れ
ぞ
れ
二
一
・
四
％
、
二
○
・
五
％
、
二
一
・
二
％
と
推
移
し
て
い
る
罰
奉
職
）
。

一
五
○
○
人
前
後
で
あ
り
、
ま
た
種
類
別
の
売
薬
生
産
高
な
ど
も
昭
和
初
期
の
状
況
と
比

大
和
売
薬
の
対
全
国
比
は
、
『
奈
良
県
薬
業
史
』
資
料
編
所
収
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
一
九
三
四
年
が
三
・
五
％
霊
価
奉
読
沌
一
）
、
一
九
三

五
年
は
一
六
・
六
％
、
一
九
三
六
年
は
一
四
・
二
％
、
一
九
三
七
年
は
一
二
・
五
％
、
一
九
三
八
年
は
一
○
・
三
％
で
あ
る
。
表
に
は
な

表8 大和売薬等の営業者数表

次I"難|蕊獅。
売 薬

年

製造|請売|行一雨
522 994 3,3789）

グ

45 51,8211934（昭和

1,000 1,092 54,7545831935（〃 10） 18

992 1,630 16，5457951936（〃 11） 20

1,666 19，08412） 20 776 9861937（〃

994 1,686 20,6091938（〃13） 78717

1,306 3，93034114） 17 7991939（〃

1，112 4,061425 32615）
ケ

1001940（〃

『奈良県統叶箇』各年版
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な
お
薬
藻
師
で
請
涜
営
業
を
末
こ
な
う
者
は
こ
の
限
り
で
は
な
か
》
》
た
く
ま
た
売
薬
行
滴
人
は
そ
の
鐙
札
に
写
真
斑
り
何
け
の
必

要
が
生
じ
た
。
こ
の
売
薬
法
改
正
に
あ
た
っ
て
は
、
前
年
度
の
全
国
売
薬
業
団
体
連
合
会
大
会
お
よ
び
全
国
配
置
売
薬
業
団
体
連
合
会
総

会
で
大
和
売
薬
同
業
組
合
が
提
案
者
と
な
り
、
「
売
薬
行
商
届
済
証
二
方
名
ノ
ミ
ヲ
省
略
シ
而
シ
テ
本
人
ノ
写
真
ヲ
貼
付
セ
シ
ム
ル
様
」
と

し
ま
た
産
業
組
合
そ
の
他
各
種
団
体
の
売
薬
製
造
、
請
け
売
り
お
よ
び
販
売
対
策
と
し
て
、
結
局
請
売
業
者
の
資
格
制
限
に
傾
き
、
「
現
行

売
薬
行
商
届
済
証
ヲ
許
可
又
ハ
免
許
制
度
二
改
正
方
」
を
促
進
す
る
動
き
を
示
し
て
い
た
の
で
あ
る
零
舗
灘
蝶
蝋
蝿
能
旭
悪
鯉
）
。

も
っ
と
も
、
こ
の
た
び
も
方
名
省
略
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
一
連
の
動
き
は
、
請
売
業
者
お
よ
び
売
薬
行
商
人
ら
の
減
少
に
つ

な
が
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
が
、
他
方
原
料
の
不
足
に
加
え
て
、
な
に
よ
り
も
働
き
手
の
配
置
員
ら
を
兵
隊
や
徴
用
に
と
ら
れ
た

の
が
こ
た
え
た
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
点
は
、
行
商
人
交
代
の
得
意
先
挨
拶
状
に
も
散
見
さ
れ
る
。
森
本
覚
次
郎
は
、
「
私
の
と

こ
も
、
例
外
で
な
か
っ
た
。
昭
和
十
二
年
か
ら
の
戦
争
で
、
戦
死
者
が
出
だ
し
た
。
薬
屋
に
な
る
勉
強
の
た
興
貫
誠
堂
に
住
み
込
象
で

働
い
て
い
た
人
た
ち
が
、
次
禽
に
召
集
さ
れ
て
大
陸
へ
渡
っ
た
」
（
瑠
議
鵠
誤
伽
和
）
と
語
っ
て
い
る
。

請
売
業
者
お
よ
び
売
薬
行
商
人
の
激
減
は
売
薬
法
改
正
と
も
関
係
が
あ
ろ
う
。
一
九
三
五
年
（
昭
和
一
○
）
八
月
売
薬
法
令
施
行
細
則
第

一
条
に
よ
る
と
、
「
売
薬
営
業
又
〈
行
商
二
関
シ
知
事
二
提
出
ス
ル
書
類
〈
直
当
庁
二
、
売
薬
請
売
営
業
二
関
ス
ル
書
類
〈
所
轄
警
察
署

ヲ
経
由
ス
ヘ
シ
」
と
改
正
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
従
来
届
出
制
と
な
っ
て
い
た
売
薬
請
売
営
業
は
願
い
出
と
な
り
、
知
事
の
許
可
を

要
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
同
年
末
ま
で
届
済
証
の
交
付
を
願
い
出
な
か
っ
た
者
が
相
当
数
に
達
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ

の
背
景
に
は
、
届
出
が
従
来
市
町
村
経
由
で
あ
っ
た
の
が
、
所
轄
警
察
署
経
由
に
改
め
ら
れ
た
こ
と
と
も
関
係
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。

る
‐
薬
種
漬
侭
．
一
推
定
薬
品
ノ
販
売
」
匹
一
人
（
蕊
孫
闘
償
斥
七
人
蕊
御
簾
二

三
一
人
）
と
「
其
他
ノ
者
」
七
一
三
ハ
人
に
細
分
化
さ
れ
て
い
る
（
螺
鵡
毒
識
蝿
』
）
。

薬
律
第
三
十
七
条
ノ
四
二
依
ル
者
三
人
、
同
上
附
則
第
二
項
二
診
当
ス
ル
者

18
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9警察署別の大和売薬等営業者数（1938年）表

参
考
ま
で
に
、
一
九
三
八
年
（
昭
和
一
三
）
段
階
の
蕃
察
署
別
大
和
売
薬
等
の
営
業

者
数
を
、
表
９
に
掲
げ
て
お
く
。
八
木
、
御
所
、
つ
い
で
高
田
の
各
署
管
内
が
多
数

を
占
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

業
況
と
業
界
一
九
三
四
年
段
階
の
県
内
の
重
要
工
産
品
お
よ
び
輸
出
額
の
べ

の
問
・
題
点
ス
ト
テ
ン
を
示
す
と
、
表
、
の
よ
う
に
な
る
。
売
薬
は
生
産
総

－

＝

ｸE 蕊
製薬業｜薬種商署 21

製造|請売|~行~商
奈良

柳生

丹波市

都介野

郡山

龍田

生駒

桜井

田原本

松山

榛原

八木

高田

御所

五条

上市

下市

十津川

計

1 111

1

24

76

7

15

121 52

26

32 卑
仏
Ｌ
ｒ
〃
画
毎
顕
Ｌ

６
４

6

29

12 2

2 53

141〔３
１
１

説
馴1212

4i 42 澗
鞭

30!

4モ24 95:

2§ 1［ 69

10,73:

10 2* 58

27118： 441

9（ 8（ 131 1，188

70 17: 22 6，311

312（ 41 9（

524§ 92 211

68 ii:5モ 62：

1§ 10 1051

787 994'71 1,68（ 20,60S

『奈良県統計勘』昭和13年淵甘

奈良県内の重要工産品（1934年）表1C

重要工産篭 傑1（ 輸出品額 10 傑

10,551,208円（3工場） 綿織鋤

メリヤス製侭

生鮒

ボタン貝劉

同半製侭

水牛釘

骨劉

生舟

蚊聯

売罫

綿糸紡繍

綿織物

酒蕊

メリヤズ

売蕊

蚊嫉

蚕糸毒

墨

醤柚

菓子及麺飽簿

5,632,744円

(923）8,911,281 1,538,938

(140）5,661,834 1,591,000

(198）4,340,66; 701,OOC

(551）2,963,40J 1,731,000

25）1,908,62〔 325,OOC

70）1,339,851 174,00（

45）1,122,47（ 1,450,000

(139）963,766 625,36‘

(541）872,244 230,00(

注『奈良県統計醤』昭和9年版から作成，ただし輸出品額は，『奈良県政の八十年史』56喪
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「
不
況
に
抗
し
得
ず
、
売
薬
界
振
は
ず
、
だ
が
一
千
四
百
万
円
の
産
額
」
と
い
う
見
出
し
で
、

一
九
三
三
年
屑
和
八
）
二
月
一
七
日
付
の
『
奈
良
新
聞
』
に
面
白
い
デ
ー
タ
が
載
っ
て
い

る
。
一
九
三
二
年
（
昭
和
七
）
度
の
製
造
状
況
を
紹
介
し
た
も
の
で
あ
る
。
当
時
製
造
場
数
五

七
四
、
職
工
数
一
五
一
○
人
、
製
造
方
数
六
九
五
三
、
製
造
個
数
九
五
一
五
万
四
一
七
九
、
定

価
額
一
四
四
二
万
七
六
六
七
円
、
卸
価
額
三
五
七
万
七
六
九
五
円
で
あ
っ
た
翻
識
卿
表
）
。
県
統

計
書
に
は
売
薬
生
産
高
と
し
て
卸
価
額
が
示
さ
れ
て
い
た
が
、
郡
市
別
の
定
価
額
と
の
差
は
つ

ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
と
い
う
。
ま
ず
製
造
場
数
で
は
、
高
市
郡
の
二
○
五
（
総
数
の
三
六
％
）
が

第
一
位
、
つ
い
で
南
葛
城
郡
の
一
三
五
（
総
数
の
二
四
％
）
が
続
き
、
添
上
郡
の
五
が
最
少
で
あ

っ
た
。
生
産
高
で
は
、
高
市
郡
の
定
価
額
八
○
六
万
五
二
四
三
円
（
卸
価
額
一
八
○
万
七
四
○
○
円
）

が
第
一
位
、
次
い
で
南
蔦
城
郡
の
定
価
額
三
八
八
万
四
八
一
五
円
（
卸
価
額
二
二
万
六
二
三
九

円
）
が
第
二
位
、
以
下
磯
城
郡
、
北
葛
城
郡
、
吉
野
郡
の
順
で
続
き
、
や
は
り
添
上
郡
が
最
少

で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
高
市
郡
の
場
合
、
定
価
額
と
卸
価
額
と
の
差
は
四
・
五
倍
、
南

額
（
卸
価
額
）
二
九
六
万
三
○
○
○
円
で
第
五
位
、
輸
出
額
で
は
第
一
○
位
で
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
こ
の
年
定
価
額
で
は
一
四
五
六

万
九
○
○
○
円
で
あ
る
か
ら
、
一
躍
ト
ッ
プ
に
踊
り
出
る
こ
と
に
な
る
。
前
に
述
べ
た
一
九
二
五
年
の
売
薬
生
産
高
県
内
第
一
位
も
定
価

額
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
売
薬
の
場
合
、
「
薬
九
層
倍
」
な
ど
と
い
わ
れ
、
利
益
率
が
大
き
か
っ
た
よ
う
で
あ
り
、
定
価
額
と
卸
価
額

の
乗
離
が
目
立
っ
て
い
る
。
統
計
表
示
の
う
え
で
一
貫
性
を
欠
く
わ
け
で
あ
る
が
、
売
薬
が
県
内
を
代
表
す
る
重
要
産
業
で
あ
る
こ
と
に

は
疑
問
の
余
地
が
な
い
。

売薬の種類別価額表1

定価額(。 額価卸価粗 凝 a/

薬感 4,212,710F 4.｛層 939,595P
一

腸 薬 3J胃 993,25（3,723,426

皮潤病薬 3.1916,15: 303,811(外用）

4．：256,721清涼剤 1,100,773
－

虫 273,541 4'駆 剤 1,119,087

注『奈良新聞』昭和8年11月17日付肥邪から作成
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大
和
売
薬
を
取
り
巻
く
環
境
は
誠
に
厳
Ｌ
く
ま
た
改
善
す
る
課
題
も
多
か
っ
た
の
で
同
業
組
合
な
ら
び
に
涜
薬
行
滴
人
の
藷
睦
を
臆

か
り
、
斯
業
の
弊
害
を
除
い
て
売
薬
発
展
に
寄
与
し
よ
う
と
の
目
的
で
、
一
九
三
三
年
（
昭
和
八
）
以
降
県
内
各
地
で
薬
業
会
が
設
置
さ

れ
た
。
さ
ら
に
、
こ
の
年
に
は
売
薬
の
窮
状
打
開
策
を
具
体
的
に
研
究
す
る
た
め
、
大
和
売
薬
振
興
委
員
会
の
設
立
を
み
た
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
「
売
薬
〈
本
県
産
業
ノ
大
宗
ニ
シ
テ
直
接
間
接
県
民
経
済
二
至
大
ノ
影
響
ヲ
及
ホ
シ
ッ
、
ア
リ
、
然
ル
ー
近
時
深
刻
ナ
ル
経

済
界
不
況
ノ
影
響
卜
共
二
営
業
上
諸
種
ノ
弊
ヲ
招
起
シ
我
歴
史
的
産
業
ノ
前
途
相
当
考
慮
ヲ
要
ス
ベ
キ
現
況
ニ
ァ
リ
」
編
噸
蝋
鰯
誰
資
）

と
の
認
識
か
ら
、
県
当
局
お
よ
び
製
薬
関
係
者
が
相
謀
り
、
売
薬
業
の
更
生
振
興
を
期
そ
う
と
し
た
わ
け
で
あ
る
。
昭
和
八
年
七
月
二
○

日
付
の
『
奈
良
新
聞
』
は
、
製
薬
業
者
と
奈
良
県
知
事
ほ
か
関
係
者
の
協
議
会
の
よ
う
す
を
報
じ
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
業
界
の
問
題
点
を
浮

き
彫
り
に
し
た
ｃ

卸
価
額
と
の
差
が
四
・
五
倍
に
も
達
し
て
お
り
、
収
益
の
多
い
薬
で
あ
る
こ
と
が
察
せ
ら
れ
よ
う
。

三
・
八
倍
で
あ
る
が
、
そ
の
ほ
か
感
冒
薬
、
清
涼
剤
、
駆
虫
剤
は
四
倍
を
超
え
て
い
る
。
と
く
に
製
造
量
の
多
い
感
冒
薬
は
、
定
価
額
と

蔦
城
は
三
・
五
倍
と
な
る
‐
売
薬
の
種
類
別
格
差
は
、
表
ｕ
の
と
お
り
で
あ
る
。
皮
層
病
薬
（
外
用
）
、
胃
腸
薬
は
そ
れ
ぞ
れ
三
・
Ｃ
倍

窮
状
打
開
の
基
本
方
法
と
し
て
は
製
薬
業
者
の
製
造
方
針
を
統
制
す
る
と
共
に
行
商
人
の
統
制
を
も
行
ひ
、
そ
の
得
た
る
結
果
に
よ
っ
て
価
格
を
或
る
程

度
ま
で
引
下
げ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
ふ
、
…
…
現
在
の
売
薬
定
価
は
医
師
の
投
薬
よ
り
も
高
価
に
な
っ
て
居
り
、
そ
の
た
め
定
価
通
り
の
取
引
出
来
ず

定
価
に
対
す
る
六
掛
或
は
七
掛
と
い
ふ
買
売
現
況
で
あ
る
の
で
勘
く
と
も
大
和
売
薬
の
信
用
か
ら
し
て
も
正
価
と
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
又
製
薬
業
者
と

売
子
と
の
関
係
に
於
て
も
何
ら
の
統
制
な
く
、
売
子
間
に
あ
っ
て
も
そ
れ
ぞ
れ
競
争
激
し
き
た
め
割
引
等
の
悪
風
が
盛
ん
と
な
っ
て
い
る
の
で
此
際
売
子

（
マ
マ
）

の
統
制
も
な
す
必
要
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
、
最
後
に
出
来
得
る
な
ら
ば
製
薬
者
一
大
ト
ラ
ス
ト
を
敢
行
し
、
も
っ
て
此
窮
状
打
解
を
な
す
べ
し
と
の
意

見
も
あ
り

18：



当
時
の
掛
場
成
績
に
つ
い
て
ふ
れ
て
お
く
と
、
一
九
三
四
年
（
昭
和
九
）
八
月
二
三
日
付
の
『
奈
良
新
聞
』
は
、
大
和
売
薬
の
行
商
人

は
半
年
の
掛
場
の
集
金
を
終
え
、
お
盆
に
帰
郷
し
た
も
の
の
、
全
国
各
地
と
も
悪
く
、
と
く
に
繭
安
に
に
嵩
ら
れ
た
地
方
は
集
金
不
良
だ

（
は
）

っ
た
と
い
う
。
さ
ら
に
続
け
て
「
本
年
の
び
た
一
銭
支
払
っ
て
く
れ
ぬ
と
い
ふ
惨
め
さ
で
あ
る
。
殊
に
富
山
売
薬
と
の
競
争
が
激
烈
に
な

っ
た
為
、
乱
売
値
下
げ
な
ど
の
影
響
を
受
け
て
の
四
割
乃
至
五
割
集
金
し
た
も
の
は
成
績
の
よ
い
方
で
、
二
割
三
割
の
悪
い
も
の
も
あ

り
、
一
方
、
配
置
薬
の
需
要
は
昨
年
よ
り
ウ
ン
ト
増
加
し
た
結
果
、
次
の
行
商
の
製
薬
資
金
に
困
っ
て
所
属
の
売
薬
会
社
へ
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
求

め
る
も
の
が
続
出
し
た
」
と
報
じ
て
い
る
。

は
知
事
で
あ
っ
た
。
生
産
委
員
会
で
は
、
製
薬
方
数
の
整
理
、
原
料
お
よ
び
材
料
の
大
量
共
同
購
入
な
ど
生
産
方
針
の
統
一
を
課
題
と
し

た
よ
う
で
あ
る
。
販
売
委
員
会
は
、
価
格
の
統
一
は
も
と
よ
り
売
薬
行
商
人
の
無
軌
道
な
競
争
を
押
さ
え
る
こ
と
を
課
題
と
し
た
と
い

う
。
金
融
委
員
会
は
、
製
造
資
本
に
つ
い
て
の
各
家
の
事
務
を
分
担
す
る
も
の
で
あ
っ
た
ら
し
い
輪
社
厭
韮
醗
也
。
そ
し
て
、
同
年
九
月
一

五
日
付
の
『
奈
良
新
聞
』
は
、
生
産
委
員
会
で
「
売
薬
原
料
は
従
来
大
阪
よ
り
製
粉
末
を
区
盈
に
購
入
し
て
居
た
が
、
今
後
県
下
に
製
紛

工
場
を
設
置
し
、
更
に
製
剤
材
料
と
も
な
る
シ
ャ
ク
ヤ
ク
、
牡
丹
、
桔
梗
等
の
栽
培
を
奨
励
し
て
そ
れ
を
買
ひ
入
れ
る
事
と
な
り
、
又
薬

袋
等
の
材
料
を
も
共
同
購
入
す
る
事
に
決
定
し
た
」
と
報
じ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
一
連
の
方
針
が
ど
う
具
体
化
し
た
か
は
よ
く
わ
か
ら

な
い
。
さ
き
に
述
べ
た
と
お
り
、
県
立
工
業
試
験
場
売
薬
部
が
、
一
九
三
四
年
四
月
奈
良
県
立
売
薬
試
験
場
と
し
て
独
立
し
た
こ
と
が
注

目
さ
れ
る
て
い
ど
で
あ
ろ
う
。

大
和
売
薬
業
の
更
生
振
興
策
と
し
て
、
ま
ず
旧
来
の
弊
習
打
破
お
よ
び
小
資
本
群
立
の
不
利
を
あ
る
程
度
取
り
除
く
方
向
の
自
主
統
制

が
課
題
と
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
「
生
産
と
販
売
の
統
制
を
図
り
、
更
に
生
産
資
金
を
得
て
そ
の
統
制
を
意
義
づ
け
る
」
（
繰
麗
蝿
詳
解
和
）

こ
と
と
し
、
三
部
制
が
と
ら
れ
た
。
生
産
・
販
売
・
金
融
の
各
部
に
そ
れ
ぞ
れ
委
員
が
任
命
さ
れ
た
が
、
大
和
売
薬
振
興
委
員
会
の
会
長

18
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奈
良
県
薬
学
奈
良
県
薬
学
校
は
、
業
界
有
志
の
手
で
私
立
と
し
て
、
一
九
三
○
年
（
昭
和
五
）
年
四
月
に
設
立
さ
れ
た
。
商
業
道

商
業
学
校
徳
と
薬
学
知
識
の
教
授
を
目
的
と
し
た
、
い
わ
ゆ
る
配
置
薬
販
売
員
の
養
成
機
関
で
あ
っ
た
。
大
和
売
薬
同
業
組
合

は
不
正
行
商
人
の
取
り
締
り
、
逆
に
模
範
行
商
人
の
表
彰
な
ど
、
配
置
を
め
ぐ
る
動
き
に
は
常
に
重
大
な
関
心
を
も
っ
て
き
た
。
い
う
ま

で
も
な
く
、
配
置
販
売
員
は
、
い
つ
ぽ
う
で
斯
業
の
盛
衰
を
担
っ
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

当
初
の
修
業
年
限
は
二
年
で
あ
っ
た
。
「
学
籍
簿
」
に
よ
る
と
、
学
科
目
は
修
身
・
国
語
・
数
学
（
算
術
・
珠
算
）
・
地
理
・
物
理
・
化

学
・
薬
植
・
生
薬
・
生
理
・
英
語
・
薬
物
・
簿
記
・
売
薬
商
品
・
売
薬
販
売
．

局
方
・
薬
鑑
・
実
習
・
体
操
か
ら
な
っ
て
い
る
。
一
九
三
二
年
（
昭
和
七
）
四

奈良県薬学校（昭和5年頃）

奈良県薬学校の学籍簿

奈良県薬学校の教授時間数など（1930年10月）表12

時数 担当教師科

修身，地理，和漢薬
生理衛生，売薬商品
学，薬用植物，生薬
(B組）実習
国語，英語，生薬
(A組）実習
数学，商業簿記

薬物学

局方，薬律

局方

体操科

校長中尾源治

識師森里晋

聯師松島郁

講師永峯岩

鰯後藤謹
瀦中島利
鱗蒔田鉄
嘱托逸崎信

郎
七
男
次
二
夫
作
義

14

介
凸
Ｒ
〕
〈
。
刈
坐
４
４
ワ
ニ

勺
上

注中田薬品産業株式会社蔵
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開
校
二
年
目
、
す
な
わ
ち
一
九
三
一
年
（
昭
和
六
）
一
二
月
の
県
会
に
、
奥
村
正
信
・
仲
川
房
次
郎
・
松
原
利
左
衛
門
ら
が
提
出
者
と

な
っ
て
、
早
く
も
不
況
下
で
経
営
が
困
難
で
あ
り
、
か
つ
実
業
教
育
振
興
の
趣
旨
か
ら
も
、
「
私
立
奈
良
県
薬
学
校
ヲ
県
二
移
管
シ
之
ヲ

県
立
奈
良
県
実
業
学
校
ト
ナ
サ
レ
ン
コ
ト
ヲ
望
ム
」
と
建
議
し
て
い
る
。
提
出
者
の
一
人
、
仲
川
房
次
郎
は
、
「
殊
二
今
日
我
ガ
奈
良
県

ノ
売
薬
ノ
販
売
状
態
ノ
実
状
ヲ
申
上
ゲ
ル
ナ
ラ
バ
、
此
医
薬
補
助
品
デ
ア
ル
、
即
チ
人
命
ヲ
保
存
ス
ベ
キ
所
ノ
此
売
薬
ヲ
販
売
ス
ル
方
々

〈
殆
ド
薬
餌
ノ
素
養
ガ
ナ
イ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
、
単
二
昨
日
マ
デ
百
姓
ノ
者
ガ
今
日
ノ
行
商
二
行
ク
ト
云
う
ヤ
ウ
ナ
状
態
ニ
在
ル
ノ
デ
ァ
リ

マ
ス
、
之
ヲ
唇
ヘ
テ
申
シ
マ
ス
ナ
ラ
バ
、
丁
度
電
車
運
転
手
二
、
運
転
ノ
技
価
ノ
ナ
イ
者
ガ
運
転
致
ス
如
ク
、
実
二
危
険
千
万
二
感
ズ
ル

ノ
デ
ァ
リ
マ
ス
、
ソ
コ
デ
此
売
薬
販
売
方
法
ノ
講
習
二
付
キ
マ
シ
テ
ハ
、
一
シ
売
薬
徒
弟
学
校
ア
ル
ノ
ミ
デ
ァ
リ
マ
ス
、
所
ガ
今
日
ノ
売

薬
界
ノ
実
状
ヲ
考
ヘ
マ
ス
ナ
ラ
バ
、
到
底
此
不
景
気
時
代
二
於
キ
マ
シ
テ
此
薬
学
校
ノ
維
持
経
営
〈
完
全
二
出
来
ナ
イ
ノ
デ
ァ
リ
マ
ス
、

故
二
私
ハ
之
ヲ
一
日
モ
早
ク
県
二
移
管
サ
レ
テ
充
実
教
育
ヲ
サ
レ
マ
シ
テ
此
奈
良
県
ノ
歴
史
ア
ル
光
輝
ア
ル
売
薬
学
校
ヲ
県
営
ニ
サ
レ
ル

コ
ト
ハ
、
奈
良
県
売
薬
ノ
向
上
発
展
二
資
ス
ル
コ
ト
絶
大
デ
ァ
ラ
ウ
ト
考
へ
ル
ノ
デ
ァ
リ
マ
ス
」
と
提
案
理
由
を
述
べ
た
。
奥
村
正
信

予
算
ハ
金
六
千
五
百
七
拾
円
ニ
シ
テ
各
講
師
〈
何
レ
モ
ソ
ノ
専
門
家
ヲ
聡
シ
、
現
在
生
徒
総
数
百
弐
拾
弐
名
ニ
シ
テ
之
等
生
徒
〈
県
下
各

は
、
一
‐
宜
シ
ク
御
当
局
〈
本
県
産
業
振
興
ノ
大
局
カ
ラ
考
ヘ
テ
、
之
ヲ
県
二
移
管
サ
レ
テ
、
以
テ
乙
種
実
業
薬
学
校
ノ
意
義
ア
ル
教
育
機

関
タ
ラ
シ
メ
ン
コ
ト
ヲ
切
二
翼
フ
次
第
デ
ア
リ
マ
ス
」
と
補
足
説
明
し
た
。
そ
の
建
議
は
、
採
択
と
な
っ
た
繍
蝋
｛
蜂
麺
湛
頚
趨
謹
。

奈
良
県
薬
学
校
の
経
営
難
云
々
に
つ
い
て
は
、
こ
の
県
会
に
別
に
大
和
売
薬
同
業
組
合
組
長
、
私
立
奈
良
県
薬
学
校
校
長
、
同
校
設
立

代
表
者
の
三
名
連
記
で
、
補
助
金
下
付
の
請
願
書
を
提
出
し
て
い
る
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
「
今
本
校
ノ
概
況
ヲ
挙
ク
ル
ー
、
本
年
度
ノ

郡
一
二
旦
リ
在
学
中
ナ
リ
、
而
シ
テ
之
力
維
持
経
営
二
当
リ
テ
ハ
前
記
経
費
ノ
殆
ン
ド
大
部
分
ハ
（
即
チ
四
千
弐
百
弐
拾
円
ナ
リ
）
一
般
斯
業

月
か
ら
は
、
一
年
制
の
別
科
を
設
け
て
い
る
編
恥
岬
錘
鯉
。
開
講
初
年
度
の
主
要
科
目
お
よ
び
担
当
者
は
、
表
廻
の
と
お
り
で
あ
る
。
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翌
年
の
県
会
で
も
、
薬
学
校
の
県
立
移
管
に
つ
い
て
同
様
の
陳
》

整
理
し
た
形
で
陳
情
を
お
こ
な
っ
て
い
る
（
蛎
騨
塞
麺
輪
舞
鵡
蝉
諺
。

予
算
編
入
が
認
め
ら
れ
た
露
噸
蝋
織
塞
資
）
。

同
校
は
、
一
九
三
一
年
度
に
組
合
経
由
で
三
○
○
円
の
県
費
補
雲
助
を
得
て
い
た
が
、
翌
年
度
の
予
算
に
は
組
承
込
ま
れ
て
い
な
か
っ
た

た
め
陳
情
に
及
ん
だ
と
い
う
。
奥
村
・
仲
川
・
松
原
の
三
県
議
の
努
力
に
よ
っ
て
、
教
育
課
実
業
補
習
学
校
補
助
費
と
し
て
六
○
○
円
の

家
或
〈
篤
志
家
ノ
寄
附
ニ
侯
チ
、

誠
二
至
難
ナ
ル
状
態
ナ
リ
ト
ス
」

一
、
私
立
奈
良
県
薬
学
校
県
移
管
二
関
ス
ル
件

私
立
奈
良
県
薬
学
校
二
対
シ
テ
ハ
恒
二
貴
職
ノ
御
指
導
卜
御
援
助
ヲ
相
賜
り
奉
感
謝
候

本
校
ノ
県
移
管
方
二
関
シ
テ
ハ
数
年
来
一
二
旦
リ
陳
情
致
居
候
儀
二
付
左
記
二
之
ヵ
要
旨
ヲ
陳
述
仕
候

一
、
大
和
売
薬
ノ
盛
衰
ハ
優
秀
ナ
ル
製
剤
ノ
産
出
ト
相
侯
テ
優
良
ナ
ル
販
売
従
業
者
ノ
養
成
二
係
ル
義
卜
思
料
仕
候
、
即
チ
本
県
一
大
産
業
確
立
卜
産
業

教
育
化
ノ
徹
底
ヲ
期
セ
ラ
ル
タ
メ
本
校
ヲ
権
威
ア
ル
教
育
機
関
卜
致
サ
レ
度
事

一
、
本
件
〈
既
一
二
昨
年
ノ
通
常
県
会
二
於
テ
幸
二
満
場
ノ
御
賛
成
ヲ
得
テ
採
択
致
サ
レ
タ
ル
義
ニ
シ
テ
、
既
二
県
民
与
望
ノ
証
左
二
有
之
候
事

翼
ク
ハ
貴
職
県
費
多
端
ノ
折
柄
一
天
御
座
候
得
共
、
本
県
一
大
産
業
ダ
ル
斯
業
将
来
ノ
タ
メ
篤
卜
御
明
鑑
相
仰
度
、
何
卒
特
別
ノ
御
詮
議
ヲ
以
テ
速
二

本
件
ヲ
実
現
ナ
シ
下
サ
ル
様
御
高
配
相
賜
度
、
此
段
連
署
ヲ
以
テ
謹
而
及
陳
情
候
也

昭
和
八
年
十
二
月
十
三
日

陳
情
醤

薬
学
校
の
県
立
移
管
に
つ
い
て
同
様
の
陳
情
を
し
、
続
い
て
一
九
三
三
年
一
二
月
の
県
会
に
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に

銅
珪
配
一
）
と
あ
る
。

因
テ
之
力
補
充
漸
ク
経
営
セ
サ
ル
ヲ
得
ザ
ル
実
情
ニ
ァ
リ
、
加
之
財
界
不
況
ノ
影
響
〈
一
層
之
力
補
充

大
和
売
薬
同
業
組
合

組
長
松
原
利
左
衛
門
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結
局
、
県
側
か
ら
前
向
き
の
回
答
は
得
ら
れ
ず
数
人
の
手
で
経
営
し
て
き
た
こ
の
薬
学
校
は
、
一
九
三
六
年
（
醍
荊
一
こ
匹
月
大
和

売
薬
同
業
組
合
の
手
で
経
営
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
い
よ
い
よ
経
営
困
難
と
な
り
、
「
私
立
」
か
ら
「
組
合
立
」
に
変
っ
た
の
で
あ
る
。

修
業
年
限
は
三
年
と
な
り
、
校
名
も
奈
良
県
薬
学
商
業
学
校
と
改
称
さ
れ
た
。
「
学
籍
簿
」
に
よ
る
と
、
学
科
目
も
普
通
学
科
、
商
業
科
、

薬
学
科
と
体
系
化
し
、
そ
の
内
容
を
充
実
さ
せ
た
よ
う
で
あ
る
。
普
通
学
科
は
修
身
・
公
民
科
・
国
語
・
外
国
語
・
数
学
（
筆
算
・
珠

算
）
・
理
科
（
物
理
学
、
化
学
・
生
理
衛
生
学
・
病
理
学
・
植
物
学
・
薬
用
植
物
学
）
・
地
理
・
国
史
、
商
業
科
は
商
事
要
項
・
商
業
簿
記
・
商
品

学
、
薬
学
科
は
薬
物
学
・
和
漢
薬
・
薬
局
方
、
そ
の
ほ
か
に
作
業
科
、
体
操
が
あ
っ
た
。

一
九
四
一
年
（
昭
和
一
六
）
三
月
の
生
徒
募
集
広
告
に
よ
る
と
、
県
指
定
と
あ
り
、
特
典
「
卒
業
生
ハ
本
県
薬
種
商
無
試
験
資
格
ヲ
有

さ
ら
に
、
翌
年
一
二
月
の
県
会
で
も
、
奥
村
正
信
は
薬
学
校
の
問
題
に
つ
い
て
質
問
し
、
「
私
共
ハ
必
ズ
シ
モ
学
校
ト
シ
テ
建
テ
ナ
ク

ト
モ
一
個
ノ
徒
弟
養
成
機
関
ト
シ
テ
勧
業
方
面
デ
御
考
慮
願
フ
コ
ト
モ
亦
一
ツ
ノ
便
法
デ
ァ
ル
ト
考
ヘ
テ
居
リ
マ
乙
窺
溌
騨
麺
繋
鵠
）

と
発
言
し
て
い
る
。
県
立
移
管
の
建
議
以
降
の
情
況
を
ふ
ま
え
な
が
ら
、
同
業
者
と
し
て
「
徒
弟
ノ
養
成
」
に
大
き
な
関
心
を
寄
せ
、
県

グ
ュ
メ
ム
或
辛
包
印
旧
ク
争
八
ぴ
一
て
圭
鍾
》
な
‐

差
珂
偉
厩
雲
脹
オ
ム
エ
憩
叫
匡
源
掴
側
一
両
聖
八
手
仁
納
押
印
１
ｍ
躯

私
立
奈
良
県
薬
学
校

ｔ
ｆ

全
設
立
代
表
紹
介
吉者牛奥丘

二樫

本置田 尾
源
治
郎

水

捕
孜
創
正
信

久
匹

即
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薬
れ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
他
方
よ

売鋪
り
統
制
力
を
も
っ
た
同
業
者
の

や
組
織
化
が
叫
ば
れ
て
い
た
。
そ

軒
の
意
味
か
ら
も
、
薬
学
校
の
内

戦必
容
の
充
実
は
必
要
と
認
識
さ
れ

力蹄
た
が
、
つ
ま
る
と
こ
ろ
経
費
の

章
問
題
、
財
源
難
か
ら
県
立
移
管

５第
は
具
体
化
し
な
い
の
で
あ
る
。

ス
」
、
特
色
一
‐
薬
学
二
商
業
学
言

剤
官
森
正
五
郎
、
試
験
は
人
物

で
あ
る
。
薬
種
商
資
格
取
得
が

と
こ
ろ
で
「
組
合
立
」
と
な

管
を
要
望
す
る
発
言
を
し
て
い

る
。
当
時
大
和
売
薬
の
更
生
振

興
策
が
論
じ
ら
れ
て
お
り
、

「
薬
屋
ノ
暖
簾
」
「
製
法
上
ノ
秘

伝
」
と
か
い
う
も
の
は
尊
重
さ

特
色
一
‐
薬
学
二
商
業
学
ヲ
加
味
ス
」
、
入
学
資
格
（
三
年
制
）
一
年
五
○
名
（
尋
卒
以
上
）
、
二
年
若
干
名
（
高
卒
以
上
）
、
校
長
陸
軍
薬

杯
正
五
郎
、
試
験
は
人
物
考
査
と
な
っ
て
い
る
（
嬢
峠
揃
窪
罰
剃
嘩
醒
髄
）
。
な
お
組
合
経
営
に
な
っ
て
も
二
年
制
を
併
設
し
て
い
た
よ
う

と
な
っ
た
も
の
の
、

一
つ
の
目
玉
だ
っ
た
ら
し
い
。

表13 奈良県薬学商業学校生徒状況

年 次 入学者数退学者数卒業者数

開
校
初
年
度
の
奈
良
県
会
（
一
九
三
六
年
一
二
月
）
で
、
松
原
利
左
衛
門
は
や
は
り
県
立
移

』
ロ
ロ
｜
｜
｜
｜
毎
一
Ｆ
七
口
｜
｜
｜
｜
｜
一
夕
■
『
■
｜
｜
｜
｜
・
一
一
、
｜
｜
■
｜
ロ
グ
一
己
酉
一
一
一
一
》
二
一
屯
■
｜
｜
｜
｜
・
一
戸
巳
■
’
’
’
’
’
一
ケ

《
四
二
四
》
一
ｍ
重
函
》
一
ｍ
卓
⑫
一
《
、
三
四
》
一
ｍ
壷
里
）
《
唖
昂
）
《
》
一
望
）

ｅ
●
●
●
●
Ｇ
●

７
８
９
０
１
２
４

１
１
１
１

一
一
一
一
一
一
一

４
４
４
４
４
４
４

●
●
０
●
●
●
●

５
６
７
８
９
０
１
１
１

昭
昭
昭
昭
昭
昭
昭

く
く
く
く
く
く
く

生回１
２
３
４
５
６
７

第科本 74人
■
ロ
ー
エ
ハ９
５
８
２
４
３
８
１
１
３
８
２
１
１
７
５
７
１
２
２
１
０
１

65人

50 45

35 27

26 24

49 45

25 22

ｎ
〕
．
Ｅ
』
Ｑ
Ｊ

ｊ
ｎ
誼
か
く
》

○
竺
・
二
４
二
一
ワ
生

ハ
ベ
〕
《
く
〕

(昭12.4～14.3）

(昭12.4～15.3）

(昭13.4～15,3） １
Ａ
“
４
《
ｂ
Ｑ
・
》
Ｒ
〉
（
Ｕ
“
４
ｑ
》
Ｒ
》
Ｑ
》
ワ
０
，
〉
○
雪
》
⑥
畠

令
■
人
句
べ
》
ｎ
『
》
の
べ
〕
『
Ⅱ
▲
ハ
グ
全
勺
０
人
ハ
ベ
》

８
６２(昭13.4～16.3）

(昭14.4～16.3） 。
－
４
－
－
，
（
》
ワ
』
Ｑ
Ｊ

の
く
り
句
ダ
ニ

10 (昭14.4～17.3）

(昭15.4～17.3）

１ (昭15.4～18.3）

(昭16.4～18.3） ９
６
５
７

１12 (昭16.4～19.3〕

(昭17.4～19.3）

別科第1回生(昭7.4～8.3）
兵
リ
Ｑ
一
》
ｑ
》
制
Ｌ
Ｑ
》

(昭8.4～9.3）

(昭9.4～10.3）

(昭10.4～11.3）

(昭11.4～12.3）

注1．奈良県蕊学校，奈良県薬学商業学校「学熔簿」から作成

2．退学者数には死亡を含む，また本科節9回生の退学者散には翻級2人

を含む
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こ
の
薬
学
校
の
入
学
者
数
、
退
学
者
数
、
卒
業
者
数
の
推
移
は
、
表
週
の
と
お
り
で
あ

る
。
唯
一
残
っ
て
い
る
「
学
籍
簿
」
を
手
が
か
り
に
得
た
デ
ー
タ
で
あ
る
が
、
年
々
入
学
者

数
は
減
少
し
て
い
る
。
本
科
第
一
二
回
生
の
入
学
者
数
は
募
集
人
員
の
半
分
に
も
満
た
な

い
。
前
年
の
入
学
者
数
も
三
○
人
で
あ
り
、
こ
の
前
後
退
学
者
数
も
多
い
の
が
目
立
つ
。
入

学
資
格
は
、
「
私
立
」
時
代
は
尋
常
高
等
小
学
校
尋
常
科
卒
業
以
上
、
「
組
合
立
」
に
な
っ
て

も
三
年
制
は
同
様
だ
っ
た
ら
し
い
。
二
年
制
は
同
高
等
科
卒
業
以
上
で
あ
る
。

表
皿
・
晦
に
、
そ
れ
ぞ
れ
奈
良
県
薬
学
校
入
学
生
の
地
域
分
布
、
父
兄
（
保
証
人
含
む
）
の

職
業
を
表
示
し
て
お
く
。
一
九
二
九
年
（
昭
和
四
）
の
同
業
組
合
発
表
の
生
産
額
デ
ー
タ
と

一
戸
二
郎
奈
良
県
知
事
は
、

「
．
・
・
…
必
ズ
シ
モ
県
立
ト
云
う

迄
二
行
カ
ナ
ク
テ
モ
、
或
〈
町

村
立
或
〈
町
村
組
合
ト
云
フ
ャ

ウ
ナ
方
法
が
ア
ル
ノ
デ
ア
リ
マ

シ
テ
…
…
、
唯
併
シ
之
ヲ
公
ケ

ノ
機
関
二
於
テ
経
営
ス
ル
方
ガ

宜
シ
イ
ト
云
う
私
ノ
考
ヘ
ヲ
、
一

と
答
弁
し
て
い
る
。

此
際
申
上
ゲ
テ
置
キ
タ
イ
ト
思
上
マ
ス
」

表14奈良県薬学校入

学生の地域分布

（1930年4月）

地域 別 人数｜比率
－ －

高市郡

畝傍町

阪合村

今井町

高取町

鴨公村

高市村

その他

42人 56.8％

⑨
』
ワ
４
兵
》
“
４
雲
一
Ｑ
》
Ｑ
》
ワ
〃

１ 17．6

●
●
●
●
●
▲

９
６
５
４
４
９

（
髄
璽
謹
一
鱗
認
毒
謬

磯城郡

香久山村

桜井町

多村

その他

Ｑ
〉
・
４
口
＠
Ｊ
＠
Ｊ
ｑ
》

１ 17．6

雪
二
４
二
一
・
。
■
且
１
■
《
ら
。
’
《

●
●
●
●

５
４
４
４表15奈良県薬学校入学生の父兄職業

'1936年4月 南蔦城郡

蔦村

その他

職種

売薬業関係

農業兼売薬業

農業

商業

不明・その他

1930年4月
一
一
■
一
一
一
一
》
一
一
々
一
亜
ユ
ニ
’
二
コ
■
■
■
｜
｜

●
●
●

９
５
４ｊ

ｊ
Ｊ
Ｊ
う
ｊ

錘
“
詠
い
恥
一

く
く
く
く
く
く

人
５
５
５
６
３
４

２
２
１
７

14人(35.0）

3（7.5）

16(40.0)

2（5.0）

5（12.5）

61北 蔦城郡 8.1

吉野郡 6.8

11宇智郡 1.4

計 40(100.0)
計 74 一

注同上0父兄職業には保証人の秘合を含む，（）内

は比率を示す 注奈良県薬学校「学籍節」から作成
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第5章恐慌から戦時下への大和売薬

の
関
連
で
承
る
と
、
奈
良
県
薬
学
校
へ
の
入
学
生
は
、
や
は
り
生
産
額
第
一
位
の
高
市
郡
在
住
者
子
弟
が
五
六
・
八
％
を
占
め
て
一
番
多

い
。
し
か
し
、
生
産
額
第
二
位
の
南
葛
城
郡
在
住
者
子
弟
の
入
学
生
は
七
人
で
あ
り
、
逆
に
生
産
額
第
三
位
の
磯
城
郡
在
住
者
子
弟
の
方

は
一
三
人
の
入
学
者
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
順
位
が
逆
転
し
て
い
る
。
こ
の
点
は
町
村
レ
ヴ
ェ
ル
で
奈
良
県
薬
学
校
入
学
者
数
と
生
産
額
の

関
係
を
み
る
と
、
よ
り
顕
著
で
あ
る
。
当
時
生
産
額
第
一
位
は
高
取
町
、
第
二
位
は
蔦
村
愈
諭
輔
）
、
第
三
位
は
船
倉
（
唖
輔
町
）
、
第
四

位
は
御
所
町
、
第
五
位
は
新
沢
村
愈
溺
源
市
）
で
あ
る
。
奈
良
県
薬
学
校
入
学
者
数
は
畝
傍
町
愈
躯
源
市
）
が
他
を
大
き
く
引
き
離
し
て
第
一

位
、
第
二
位
は
阪
合
村
寂
鋤
墨
、
第
三
位
は
今
井
町
愈
袈
市
）
、
そ
し
て
第
四
位
に
高
取
町
・
蔦
村
・
香
久
山
村
愈
蕊
市
）
の
三
つ
が

顔
を
揃
え
て
い
る
。
限
ら
れ
た
デ
ー
タ
で
あ
る
が
、
以
上
は
売
薬
製
造
地
と
配
置
員
供
給
地
と
は
若
干
ず
れ
が
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い

る
と
い
え
よ
う
。
入
学
者
の
父
兄
職
業
は
売
薬
業
関
係
者
（
売
薬
行
商
、
売
薬
営
業
、
売
薬
製
造
販
売
）
が
圧
倒
的
に
多
い
。
し
か
も
こ
の
薬

学
校
は
配
置
薬
販
売
員
の
養
成
を
目
的
と
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
が
、
一
九
三
六
年
の
場
合
、
父
兄
職
業
は
農
業
が
増
加
し
て
い
る
。
昭

和
初
期
の
不
況
を
体
験
し
て
、
子
弟
に
薬
種
商
資
格
を
と
ら
せ
よ
う
と
し
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

一
九
三
九
年
（
昭
和
一
四
）
二
月
の
奈
良
県
会
に
は
、
同
業
組
合
幹
部
の
岡
村
一
雄
（
高
市
郡
、
民
政
党
）
も
席
を
得
て
お
り
、
大
和
売

薬
業
に
対
す
る
県
の
助
成
策
に
つ
き
、
Ｈ
薬
学
校
の
県
立
移
管
、
口
売
薬
試
験
場
の
拡
充
、
日
売
薬
課
の
新
設
を
希
望
す
る
発
言
を
し
て

い
る
。
㈲
に
つ
い
て
は
富
山
県
の
薬
学
校
教
育
の
充
実
を
例
に
あ
げ
て
い
る
。
そ
し
て
、
「
薬
学
商
業
学
校
ノ
県
移
管
ト
イ
フ
問
題
ハ
実

仁
製
薬
な
ど
へ
九
人
、
薬
学
校
雇
員
二
人
、
そ
の
蛭

売
薬
業
務
な
ど
に
身
を
投
じ
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

一
九
三
二
年
（
昭
和
七
）
三
月
の
卒
業
生
は
六
五
人
で
あ
る
が
、
卒
業
時
に
学
籍
簿
に
進
路
が
明
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
二
五
人
（
三
八
．

五
％
）
で
あ
る
。
売
薬
行
商
販
売
七
人
、
家
業
・
主
家
の
業
務
（
売
薬
営
業
・
売
薬
製
造
販
売
）
六
人
、
畝
傍
製
剤
、
上
田
薬
天
堂
薬
房
、
同

仁
製
薬
な
ど
へ
九
人
、
薬
学
校
雇
員
二
人
、
そ
の
ほ
か
一
人
と
な
っ
て
い
る
。
不
況
か
ら
の
回
復
と
と
も
に
、
残
り
の
卒
業
生
も
や
が
て
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年
が
四
○
○
円
、
一
九
四
一
年
は
四
四
○
円
、
一
九
四
二
年
は
三
三
○
円
で
あ
っ
た

（
躍
鐸
灘
鯉
灘
蕊
）
。
だ
が
、
一
九
四
一
年
三
月
こ
の
学
校
は
生
徒
募
集
意
の
如
く
な
ら
ず
、
加
え
て
卒
業
生
の
大
部
分
も
そ
の
目
的
で

あ
る
行
商
に
従
事
す
る
者
が
少
な
く
な
り
、
つ
い
に
廃
校
と
決
ま
っ
た
。
経
営
難
が
最
大
の
理
由
で
あ
っ
た
。
一
九
四
二
年
度
の
新
入
生

の
募
集
を
停
止
し
（
た
だ
し
、
「
第
二
学
年
編
入
志
願
者
六
名
二
対
シ
考
査
ノ
上
入
学
ヲ
許
可
と
、
一
九
四
四
年
三
月
の
卒
業
生
を
も
っ
て
、
そ
の

使
命
を
終
え
た
の
で
あ
る
。
一
九
四
二
年
度
の
授
業
日
数
は
一
三
六
日
で
あ
っ
た
翰
癖
砺
諏
悪
蓉
嘩
癖
識
諏
識
灘
認
雷
峰
率
譲
躍
嘩
窪
鍛
謹
。

イ
“
一
ｌ
す
ず

十
《
、
月
兵
伊

十
青
織
土
画

ｒ
客
月
参
、

・
鯛
仏
端
海
岸

一
Ⅱ
咽
一
圃

参
月
Ｎ
ｆ
－
ｎ

ユ
、
脚
垂
ｑ

唖
．
＃
脚
玲
イ
定
図

茨，篭
＊．f,r
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二
我
大
和
売
薬
業
界
ノ
必
死
ノ
重
大
問
題
デ
ア
リ
マ
ス
」
と
し
た
が
、
こ
の
た
び
も
三

島
誠
也
奈
良
県
知
事
は
、
「
率
直
二
申
上
ゲ
マ
ス
ト
、
…
…
コ
レ
ハ
薬
学
二
止
マ
ラ
ズ

売
薬
行
商
人
ヲ
養
成
ス
ル
ト
イ
フ
ャ
ウ
ナ
特
殊
ナ
目
的
ヲ
有
ツ
テ
居
リ
マ
シ
テ
、
一
般

薬
学
ノ
教
育
ト
イ
フ
コ
ト
ョ
リ
モ
一
寸
性
質
ヲ
異
二
致
シ
テ
居
り
マ
ス
カ
ラ
、
尚
更
県

立
移
管
ト
イ
フ
コ
ト
ー
ス
余
程
ヨ
ク
ナ
ッ
テ
参
リ
マ
セ
ヌ
ト
イ
フ
ト
、
困
難
デ
ァ
ラ
ゥ

カ
ト
恩
ヒ
マ
ス
、
殊
二
県
ノ
今
ノ
ャ
ウ
ナ
財
政
デ
ハ
之
ヲ
県
立
二
移
管
致
シ
マ
シ
テ
充

実
ス
ル
ャ
ウ
ナ
財
政
的
余
地
モ
ゴ
ザ
イ
マ
セ
ヌ
ノ
デ
、
モ
ウ
少
シ
ー
ツ
組
合
ノ
方
デ
勉

強
シ
テ
貰
ツ
テ
、
…
…
」
と
い
う
こ
と
に
終
始
し
た
の
で
あ
る
（
鋪
識
語
砿
醗
鍔
霊
魂
幸

頁五
一

一
‐
私
立
」
時
代
以
来
、
毎
年
県
か
ら
一
定
の
補
助
金
を
得
て
い
た
が
、
業
界
を
背
景

に
選
出
さ
れ
た
県
会
議
員
の
力
も
預
っ
て
余
り
あ
る
。
補
助
金
は
、
一
九
三
九
、
四
○

菅
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